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評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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　授業スタイルはここ数年で大きく変
化しているが、１人１台端末や生成ＡＩ
の活用を通じて、生徒主体の授業の
授業をなお一層推進してもらいたい。

A

A

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

本校の教育目標を実現するた
めの学習指導について研究す
る。

幅広い教養の獲得を促す学習
指導の充実を図る。

１　自己理解を深め、目標の達成に向け努力を重ねる生徒を育む。
２　感謝と思いやりにあふれた、品格に富むたくましい生徒を育む。
３　学校や地域に対する満足度を高め、愛情と誇りをもった生徒を育む。

A

　オンライン併用など、円滑な式典運
営に尽力している。今後は、PTA役員
の負担軽減や広報の工夫を通じ、保
護者が参画しやすい仕組みづくりを
期待したい。

儀式・式典の運営（オンライン含め）について役割分担
しながら円滑な運営ができた。またＰＴＡ役員中心の主
体的運営の促進ができなかった。

奨学金等の早期周知につとめ、円滑な広報活動がで
きた。職員室の設備面等においては、具体的な解決
策が見出せなかった。

学年や他分掌と連携し、中高が一体となったＰＴＡ活動を企画・実
施する。

A

B

A教育計画課

企画庶務課

A奨学金等の周知に努め、生徒の進路設計を支援する。

職員室等の環境を整備し、職場環境を整える。

式典等において、対面実施とオンライン実施の両方を効果的に活用
していく。

学　校　運　営　計　画　（４月）

A A

具　体　的　目　標

生徒の主体性を重視した学校行事や部活動をとおして非認知能力を育成し、達成感や充実感を味わわせることにより、自己肯
定感や自己有用感を高める。

生徒同士、生徒と職員とのコミュニケーション能力を育む機会を多くもつことにより、信頼関係を高める。

ボランティア活動や地域貢献活動への積極的な参加を促すことにより、環境や周囲の人々への感謝と思いやりの心を醸成す
る。

生徒の自主性を尊重した学習活動や探究活動を奨励・支援し、問題解決能力や自己管理能力を育成する。

たゆまぬ授業改善を行うことにより、生徒の学習意欲を高め、自ら進んで真理を追究する気質を育成する。

業務の最適化による働き方改革を推進し、安全で安心な職場環境を作ることにより、心身ともに健全で健康な職員集団を形成
する。

教育目標につながる、式典や
ＰＴＡの活動を企画・実施す
る。

学習指導をとおした生徒の人格の形成に全教科で取り組む。

行事や考査等での目標達成のための計画立てをとおして、自分で見
通しを立てながら日々の行動ができるように支援する。

生徒の実態に応じて柔軟な指導計画を作成し、学習活動を支援す
る。

６年間を見とおし学年や教科を越えて協力した学習指導を支援す
る。

　生徒の主体性を重視
した体験学習や学校行
事を行うことにより、
達成感や充実感を味わ
わせることができ、生
徒の自己有用感を高め
ることにつながった。
　不登校や生徒指導上
の問題については、SC
や外部機関と連携し、
組織的に対応していく
必要がある。
　また、教育活動・業
務の見直しを行い、生
徒にとっても教師に
とっても、最適な環境
づくりを行う必要があ
る。

様式５

自己評価

令和　７　年度　　学校評価書　　　　　　　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立　宗像　中学校

１人１台端末を活用するなどして生徒の達成感を高める。

教室等の机脚等の環境を整備し、生徒の学習環境を整える。

生徒の実態に応じて、個々に適した評価方法の研究を進める。

中高で連携を図りながら儀式・式典等の行事を円滑に実施する。

年度重点目標

６年間を見通した学習指導体制の強化と教育相談体制の整備を推進することにより、生徒一人一人の可能性を伸ばしていく。

文武両道の校風のもと、時間を守り、清掃に努め、自ら挨拶をすることの励行により、心身ともに健全な生徒を育む。

 主体性を伸ばす生徒支援

 基本的生活習慣の確立と
 コミュニケーション能力の向上

 学校満足度、職場満足度の向上

学校関係者評価

生徒や職員の学校生活の充実
に資する活動を展開する。

多様な学力を踏まえ、１人１台端末等を最大限に活用することにより、知的好奇心を刺激し、「個別最適な学び」と「協働的
な学び」を実現する。

具　体　的　方　策

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

次年度の主な課題

・次年度は１年生が３クラスになるので、生徒の実態に
応じた柔軟な学習活動の支援や、学級経営を行う。

・６年間を見通した学習指導の整備が不十分であった
ので、進路指導課と連携しながら本校の育成したい生
徒像に向かって支援を行う。

評価（３月）

中３
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　生徒が息苦しさを感じず、いきいき
と学校生活を送ることができるよう
に、生徒一人ひとりに寄り添う組織的
な支援体制強化を期待しています。
　保健・美化活動がにおいて改訂マ
ニュアルをきっかけに、生徒自身が
「環境を整える意義」を再確認できる
ような、指導の継続を期待します。

A

・一年生は学年集会としてSＣよる講話を聞いたことに
より、周知することができたので、今後も新年度の早い
うちにそのような場を設けるとよいと思う。
・外部機関との連携ルートの明確化ができるとよい。

A

A

A

・美化委員会の日常的な活動を考えたい。中高合同で
清掃コンクールを行いたい。

　不登校生徒や配慮を要する生徒に
対する支援を外部と連携しながら、こ
れまで以上にきめ細かく取り組んでも
らいたい。校則については、伝統を重
んじつつも、生徒の意見を聞いて時
代にあったものに見直してもらいた
い。

Ａ

Ａ B

B

生徒が自己肯定感・自己有用感を高められるような支援を行う。

家庭と連携し、生徒の時間管理、自己指導の能力を育成する。

周囲の環境への感謝の気持ちや思いやりある態度の涵養を図る。

生徒一人一人が自ら進んで挨拶をし、互いにコミュニケーションを
図り、明るく健康的に学校生活を送れるように支援する。

Ａ

　同学年、異学年の生徒が相互に関係を深められる
行事を計画的に実施する。
　掃除や自分から挨拶することを通して、周囲に気を
配ったり、互いに感謝の気持ちをもって生活したりする
態度を育む。

Ａ

　宗像中学校・宗像高等学校の魅力
や取組が外部に十分届いていないた
め、対外発信力を強化してもらいた
い。

Ａ

生徒や各学年、高校の広報課
と連携をとりながら、多角的
な視点からよりよい広報の在
り方を探究・実施する。

・学校案内の完成を早期化
・Instagramやホームページ更新の負担の分担

行事や生徒の学校生活の様子などをホームページ上に高頻度で掲載
し、生徒や保護者が閲覧できるようにする。

InstagramやYouTubeを効果的に活用する。

学校案内や学校説明会の内容を充実させる、

A

広報課

生徒指導課

生徒の意見を取り入れながら、学校案内や学校説明会の内容を企画
し、作成・実施する。

宗像中学校の魅力を発信し、
今まで以上に効果的な広報活
動を展開する。

・学校説明会の企画と発表担当生徒の決定の早期化
・中高の広報課の連携強化

　生徒会活動を活性化させるとともに、生徒の自己形
成に向けた取組を各教科、学活、総合的な学習の時
間等で行い、自主性や主体性を育めるようにする。

生徒が達成感や充実感を得られる場面を提供する。

生徒が自己の役割を自覚し、帰属意識を高められるよう導く。

生徒の学校行事や部活動への
主体的・積極的な参加を奨励
し、生徒一人一人の学校満足
度の高揚を図る。

高い規範意識と自律の精神、
感謝と思いやりの心をもった
生徒の育成を目指す。

高校の広報課と密に情報交換をし、高校で効果的な広報活動の中学
校における実践方法について検討・実施する。

各学年と密に連携をとり，行事の把握や広報活動に必要な資料等の
迅速な準備を行う。

生徒の健康に対する意識向上
を図り、心身ともに健康で安
心した学校生活が送ることが
できるよう、生活環境を整え
る。

感謝と思いやりの心をもって
主体的に学習環境を整えるこ
とができるよう、美化衛生活
動を定着させる。

生徒情報を把握し、全職員・SCなどと共有することにより、生徒の
ニーズに応じた適切な指導に繋げる。

スクールカウンセリングの相談活動を広め、生徒や保護者が活用し
やすいと感じるように支援体制を整える。

外部機関との連携を強化し、職員研修を効果的に活用するなどし
て、適切な生徒対応、保護者対応を行う。

美化委員会の活動を充実させ、生徒が身の回りの整理整頓や学習環
境の整備に主体的に取り組ませる。

学校行事前の清掃活動や道徳で学んだことなどを結び付けた指導を
行い、美化衛生活動をとおして感謝や思いやりの心を育む。

保健委員会の活動を広く伝えることで、感染症対策や保健衛生活動
の浸透を図る。

保健環境課



Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

A

B

A

A

A

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

　自己管理や自学自習の質の向上を
促すと同時に、蓄積された指導ノウハ
ウを体系的に引き継ぐ仕組み作りに
期待したい。多様化する進路指導の
支援も含め、組織的で継続的な指導
体制の強化を期待したい。

　外部アドバイザー等の生きた知見を
組み込み、生徒が社会との繋がりを
生かし、他者と協力しながら最適解を
見いだしていく生徒を育成してもらい
たい。また、自国の文化等を十分に
理解したうえで、多様性を尊重するこ
とができるグローバルな視点を持った
生徒を育成してもらいたい。

　教育現場の喫緊の課題に即した、
明確なテーマ設定が教職員間の意識
共有に寄与したことが伺える。今後
は、研修の成果が授業改善や生徒の
変容につながり教育活動がより一層
充実することを望む。

　生徒のニーズに即した特集を企画
し、着実に成果を上げている。学習支
援の場として機能させ、生徒が主体
的に本を手に取る仕組み作りを期待
します。

A

A

学年やキャリア教育課と協議し、探究活動における図
書館の役割を再考する。

A

高校と中学校の委員会との連携を強化し、活動の効
率化と充実化を図る。
教室棟・図書館ホールを有効活用し、広報活動をさら
に充実させる。

Ａ

Ａ

・進路指導課と連携して、６年間通しての探究活動の
見直し

Ａ
・職場体験に変わる進路学習の内容検討
・キャリアパスポートの有効活用および見直し

A

A

・研修内容のさらなる充実
・他分掌との連携やニーズに応じた研修の精選

A
・アンケート内容の検討、アンケートを基にした教科研
修会の実施
・イマージョン教育の充実

Ａ

Ａ

・「夢に向かって」や学習計画表などの有効活用
・外部模試の実施回数の検討（中３の１月を追加）

Ａ
・キャリア教育課と連携して、６年間通しての探究活動
の見直し
・職場体験に変わる進路学習の内容検討

生徒一人ひとりに寄り添った
きめ細かい進路指導を実践す
る。

「夢に向かって」の活用を促し、学習習慣の定着を意識づける。

各種検定やコンテストの情報を提示し、チャレンジする生徒を支援
する。

外部試験の結果を共有し、担任および教科担当の指導力向上につな
げる。

年間を見通した指導体制の強
化を図り、高校進学後に多様
な進路希望が達成できるよう
に支援する。

キャリア教育課と連携して学年に応じた総合的な学習の時間を計画
し、実施する。

学年・教科と連携して１人一台端末の活用の推進を図る。

職業調べ、大学学部学科調べ等をとおして具体的な進路先を考える
活動を支援する。

キャリアパスポートの活用により、自身の生活や学習の在り方を振
り返り、自己理解を深め、将来設計に役立てることができるように
する。

学年・選書委員会・キャリア教育課と連携する。

書籍の収集に努め、授業での学びを拡大・深化させる。

生徒及び文化・図書委員会の活動や成果物を発表・評価する機会を
作る。

授業や図書館行事をとおして、主体的な読書活動を奨励する。

教育改革への対応と喫緊の課
題解決に向けた職員研修の実
施、情報収集

「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の実現に向けた授
業改善の推進

生徒の実態や本校の現状を踏まえた職員研修を企画・実施する。

１人１台端末の活用等について情報を収集し、職員間で共有する。

他分掌と連携し、観点別評価のさらなる充実を図る。

授業アンケートを年２回実施し、個々の授業改善を図る。

全教科共通のテーマによる研究授業を実施する。

職員研修において研究協議を実施し、教科の枠を超えて授業実践を
共有する。

図書課

研修課

生徒の主体的な学びを支援す
る「学習情報センター」とし
ての機能を充実・向上させ
る。

生徒及び文化・図書委員会の
協働的な発つ同を促す取り組
みをし、「読書センター」と
しての機能を強化する。

図書館にある書籍・情報を紹介・案内し、探求的な学びを支援す
る。

図書館行事をとおして、生徒及び文化・図書委員会の協働的な学び
を有意義なものとする。

「総合的な学習の時間」にお
いて、探究的な学習の充実を
図り、生徒が主体的に判断
し、よりよく問題を解決でき
る資質や能力を育成する。

自己の進路実現に向けて、幅
広い視野をもたせるととも
に、宗像高校への進学への意
欲をもたせる。

各学年において「総合的な学習の時間」で取り扱う内容を吟味し、
適切な探究的な学習を設定・実施する。

キャリア
教育課

英語スキルアッププログラムやプレゼンテーション作成や発表をと
おして、コミュニケーション能力の向上を図る。

探究的な学習をとおして、自ら課題を発見し、それを解決する能力
の向上を図る。

行事等において宗像高校の生徒と交流を行うことによって、自身の
将来の姿に見通しをもたせる。

校外学習をはじめとする体験活動や各学年での道徳の授業をとおし
て、職業観や勤労観を醸成を図る。

進路指導課
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　単なる提出指導に留まらず、「自己
管理の意義」という本質的な問いかけ
を通して、生徒の自律性を育み、自ら
課題設定をする機会を創出して、受
動的な学習から能動的な探究へと生
徒の意識を転換させようとする指導に
期待したい。

　行事や生徒会活動において、具体
的な役割を通じて生徒の責任感を高
め、信頼関係を育む効果的な指導を
している。今後は、「夢に向かって」の
活用や課題提出を、自己管理能力を
磨くトレーニングとして生徒に再定義
させる工夫がされている。生徒が自ら
の成長を実感できるような伴走支援
を期待したい。

　生徒の思考力・表現力を高める取
組を日常的に実践している。また、学
校行事や道徳等と有機的に関連づ
け、教育効果の最大化を図ろうとして
いる。
　生徒が自治的集団づくりすることで
個人の問題を孤立させず、学級・学
年全体で解決しようとするプロセスに
期待したい。

A

A

・最高学年としての立場を自覚し、行事や生徒会活動
での役割を確実に遂行できるような生徒の育成

A

・高校および大学進学、そしてその先の進路実現を意
識した進路学習の計画の見直し
・夢に向かっての活用や課題提出等、生徒の自己管
理能力の向上を支援する取り組みの工夫改善

B

A

・授業の中に説明する活動を位置づけ、「読む」「書く」
「伝える」のそれぞれの課題の明確化と目標の再設定
を行う。
・総合的な学習の時間、道徳、学活、学校行事のおの
おのを関連させ、教育的効果を高める。

A

・個人および学級内に抱える悩みを吸い上げ、学級活
動と関連させながら、生徒が自治的集団づくりを行うシ
ステムを学級および学年に構築する。

A

A

・「夢に向かって」はおおむね記入も提出もできている
が、出さない生徒が固定化してきているので、自己管
理の意義などを考えさせる。

A
・与えられた課題だけをこなすようにならないよう、自
分で課題設定して解決していく場を設定する必要があ
る。

「夢に向かって」等を活用し、学校生活に適応できるように時間や
行動、体調等の自己管理能力を身に付ける。

自ら主体的に活動することの
できる資質と能力を育成す
る。

自らの課題に気づき、主体的に解決する能力を培わせる。

学校行事に意欲的に参加し、同学年、異学年との協働の大切さを理
解させる。

体験活動をとおして、主体的に活動する態度を育成する。

　・中高を通じた探究プログラムの体系化を図り、答えのない問いを教員と生徒がともに考え、グローバルな視点で課題解決に挑む人材を育成する。

「特別の教科 道徳」や通信等を活用し、道徳性を育てる。

他者と意見交流する場を総学や学活、「特別の教科　道徳」等で意
図的に設定し、自己理解を深める。

日常の指導等で個々のよさを認識させ、自らのよさを学校行事や係
活動等をとおして集団に発揮する機会を設定する。

学校生活における課題について学活等で話し合い、解決策を仲間と
共に協力するサイクルを回す。

中堅学年としての立場を自覚
させるなかで、生徒の主体性
と責任感を育む。

将来の夢や志を持たせること
で、一人一人が自己実現に向
かう態度を育てる。

係活動や委員会活動等、日々の仕事を通じて、責任感を育む。

　・増加する不登校生徒の対応や配慮が必要な生徒の対応については、外部の専門家や機関と連携しながら適切な対応や支援を実施する。

第３学年

第２学年

第１学年

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学習の必要性を理解し、自ら
の目標達成に向け主体的に学
ぶ力を育てる。

　・働き方改革を推進し、徹底した業務削減を図り、業務の偏りを平準化し、一人ひとりの教職員が生徒と向き合える体制を構築する。学校評価書はＫＰＩ（重要業績評価指標）を導入し、評価の見える化を図る。

　・県立中高一貫校のネットワークをいかしながら、一貫校としての強みを発信し、「宗像から世界へ」をスローガンに世界に通用する人材を育成する。

評価項目以外のものに関する意見

　・１人１台端末や生成ＡＩを積極的かつ効果的に活用しながら、教師の役割を「ティーチング」から「コーチング」へシフトし、生徒主体の授業への転換を図る。

キャリア教育を通じて、個々の生徒に高校進学後の見通しをもたせ
る。

自ら変化することを恐れず挑
戦する勇気と互いを尊重する
態度を育む。

卒業論文作成をとおして、プレゼン能力と遂行力を高める。

学校行事をとおして、コミュニケーション能力を育む機会を多くも
つことにより、異学年間や級友との信頼関係を高める。

生徒会活動を活用し、学校行事に参画する態度を育む。

「夢に向かって」を活用し、自己管理能力の向上を図る。

職業調べにより職業への興味・関心を高め、学習意欲を高める。

体験活動をとおして、自己肯定感や自己有用感を高める。

基本的生活習慣の確立とコ
ミュニケーション能力の向上
を図る。

授業規律をしっかりと確立し、教室での学習環境を整える。

中学校の一員として学校生活や行事の経験をしながら、人間関係を
構築する。


